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活が乱れた, 暑さで ビ
ー

ル が増 えた, 暑さ で 運動

で き な い 等の 実態が 出された . 体重減少者は 1 人

も い なか っ た . 太りにく い生活習慣 へ の脱皮 ･ お

か しの カ ロ リ ー と運動 による消費力 ロ リ
ー

表の 配

布 . 焼き魚 ･ 肉じ ゃ が煮 ･ ず い き 二杯酢の試食 .

第 6 回 (9 月) 体験交流と教室参加の 感想を

語る
,
0 ･ T さん ｢3 0 年近く悩み続けた減量が で

き まし た
｡+ F ･ M さん ｢ 体脂肪 と血糖値が下 が

っ て嬉 しい ｡+ F ･ S さん ｢ 6 つ の 目標が で き ま し

た . 少 しづ つ で も肥滴解消に努力 して い き た い ｡+

( 感想文 3 名持参) 行動療法挑戦事例紹介 ･ 簡単

エ ク ササイ ズ資料配布
,
食 べ 方ア ン ケ ー

トを取 る .

半月卵甘酢 あん か け . 野菜五 目煮 . 浸 し の 試食.

表彰状授与と記念撮影 6 ケ 月彼 の再会を約束 し解

敬 .

【結果】

参加回数 体重の 変化

M ･ H 6 回 7 3 .2 K g 7 2 .5 ( - 0 . 7)
Ⅰ ･ M 5 回 8 3 .1 7 8 . 5 ( - 4 . 6)
M ･ M 6 回 6 8 .0 6 8 . 5 ( ＋0 . 5)
S ･ N 4 回 7 4 .9 7 6 . 6 ( ＋1 .7)

0 ･ T 6 回 8 1 .0 7 5 . 2 ( - 5 .8)

F
･

S 6 回 6 6 .6 6 4 .8 ( - 1 .8)

F
･

M 4 回 5 8 .0 5 5 .0 ( - 3 .0)

H b A I C の 変化
食べ 方の 変化

改善 悪化

M ･

H 7 .3
0
/o 5 .6 ( - 1 . 7)

6 .7 6 . 0 ( - 0 . 7)

3 項目 2 項 目

I ･ M 6 0

M ･ M 6 1

S ･ N 6 .6 6 . 3 ( - 0 . 3)

5 .8 5 . 5 ( - 0 .3)

0 2

0
･

T 1 2 0

F
･

S 8 2

F
･

M 7 . 9 6 . 6 ( - 1 .3) 7 4

【ま とめ】 目標を決 め毎日 自己評価 し体重 の 変

化をグ ラ フ に表わす こ と
,
さ らに 体験交流を重視

した取り組み は
,
自分の 生活習慣を振り返り問題

改善する には良好であると思われる .

こ の 実践を今後の 糖尿病療養指導に生か した い .

8 　 3 泊 4 日 糖 尿 病 教 育 入 院 を 振 り 返 っ て

― 患 者 ア ン ケ ー ト よ り 分 析 ， 考 察 ―

吉田鈴子・山田ハルエ・加賀崎利恵子

小 林 美 和 子 ・ 黒 崎 千 晴 ・ 稲 川 洋 美

小 林 明 美 ・ 涌 井 一 郎 ・ 片 桐 尚

刈羽郡総合病院東 5 階病棟

長期に休み が取りにく い働 き盛りの
, 糖尿病患

者を 3 泊 4 日 (金曜
-

月曜日) で受け入 れ, 結果

を考察 した .

【期間】 2 0 0 1 年 9 月 - 2 0 0 2 年 9 月

【対象】 3 泊 4 日入 院男性 7 名女性 3 名

【方法】 郵送無記名ア ン ケ
ー

ト調査

【結果】 90 % 満足. 入院期間は全員満足 , 医師講

義, 時間, 検査, 食事, 運 軌 フ ッ トケ ア
-

,
薬物,

合併症等各指導内容もほぼ満足 で した . H b A I c 入

院時 9 .4 - 7 .7 と下降. 食事, 運動, 薬物の 遵守は

4 0
-

5 0 % が中断
,
忘れるだ っ た . 利点を い か し

,

欠点の ①説明不足②コ ン ト ロ ー ル 不良者 には検索

と ア セ ス メ ン トが不充分③入 院 - 最後ま で 関われ

な い④どリ ー フが取れず, 結果説明があわただ し

く
一

度 に頭 に人 らな い . 等検討 し今後の 指導に役

立て た い .

9 　 糖 尿 病 患 者 の 食 事 と 運 動 に 関 す る 調 査

― そ の 後 の 意 識 の 改 善 に つ いて―

内山恵美子・岡村幸代・渡辺洋子

高 木 正 人

高木内科ク リ ニ ッ ク

日頃患者指導に関わ っ て み ると
,
｢努力 して い

るが良くな らな い ｡+ などよく耳にする.
マ ンネリ

化 し た悪 い 生活習慣を
,
患者自身が現状を客観的

に と らえ, 自ら生活改善する気持に なる こ とが大

切 で ある . 食事 と運動 に関 して 調査 し たと こ ろ,

H b A I c が悪 い 人ほ ど主食を守 らず夕食 を満腹以

上食べ
,
運動不足 で あ っ た . そ こで , こ の 結果を

掲示 し再度調査 した と ころ
,
現状を客観的にみて

8 3 % の 人が自分 の 事と して とら え具体的に は, 夕

食を減らす ･ 主食を守る ･ 運動を開始する又 は週

3 - 4 回以上 はする ･ 間食をや め指示 カ ロ リ ー を

守るなど改善点を再認識 で き効果があ っ た . ま た
,


